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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
連
続
開
催

日
本
学
術
会
議
は
６
日
ヽ
土
木
学
会
や
日
本

建
築
学
会

、
日
本
機
械
学
会
、
地
盤
工
学
会
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
２４
学
会
と
共
同
で
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
災
や
今
後
の
復
興
を
考
え

る
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
東
京
都
港
区

の
学
術
会
議
本
部
で
開
か
れ
た
会
見
に
は
、
土

木
学
会
の
山
本
卓
朗
会
長

（鉄
建
建
設
特
別
顧

問
）
も
出
席
し
、

「
各
学
会
が
相
互
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
ヽ
課
題
抽
出
や
解
決
に
向
け
た
方

向
性
を
提
示
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

土
木
学
会
を
含
む
関
係
学

会
は
今
年
５
月
、

「
国
土
や

環
境
ヽ
国
民
生
活
を
守
り
な

が
ら
、
社
会
、
経
済

、
文
化

活
動

の
復

旧

・
復
興

を
図

る
」
を
柱
と
す
る
震
災
対
応

の
基
本
方
針
を
決
定
。
鉄
道

や
道
路
を
含
む
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
に
関
し
て
は
、

「機
能
損

失
の
最
小
化
と
早
期
の
機
能

復
旧
」
を
訴
え
た
が
、
発
生

か
ら
９
カ
月
を
経
過
し
て
被

災
地
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
が

本
格
化
す
る
の
に
合
わ
せ
、

防
災

ｏ
減
災
対
策
や
今
後
の

国
土
政
策
を
提
言
す
る
活
動

を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
連
続

開
催
す
る
形
で
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

初
回
と
な

っ
た
今
月
６
日

は

「
今
後
考
え
る
べ
き

ハ
ザ

ー
ド

（
地

震
動

、
津
波

な

ど
）
と
規
模
」
、
来
年
１
月

‐８
日
の
２
回
目
は

「大
災
害

の
発
生
を
前
提
と
し
た
国
土

政
策
」
、
２
月
に
予
定
し
て

い
る
３
回
目
は

「減
災
社
会

の
実
現
」
が
テ
ー
マ
で
、
学

会
会
員
ば
か
り
で
な
く
企
業

関
係
者
や

一
般
市
民
に
も
聴

講
を
呼
び
掛
け
る
。
会
場
は

日
本
学
術
会
議
講
堂
で
聴
講

無
料
。

会
見
で
は
、
学
術
会
議
の

大
西
隆
会
長

（東
京
大
学
先

端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
）
が

「
な
ぜ
大
き
な
被

害
が
出
た
の
か
を
徹
底
検
証

す
る
と
と
も
に
、
三
度
と
同

様
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

こ
と
は
各
学
会
共

通

の
課

題
。
情
報
共
有
化
を
図
り
な

が
ら
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
な

ど
で
必
要
な
事
柄
は
政
策
提

言
と
し
て
公
表
し
て
い
く
」

と
発
言
。

土
木
学
会

の
山
本

会

長

は
、

「
土
木
学
会
は
研
究
者

ば
か
り
で
な
く
民
間
か
ら
も

多
く
の
技
術
者
が
加
わ
り
、

震
災
に
つ
い
て
調
査
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
最
近
の

学
会
は
分
野
別
に
細
分
化
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
日
本

学
術
会
議
を
中
心
に
緩
や
か

な
連
携
を
図
り
成
果
を
生
み

出
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

24学会が相互に連携

学日
術
全

議本

学会で発言する山本土木学会会長 (中央 )


